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’＜ 目 的 ＞　 昨 年 実 施 し た、 小 学 生 を 対 象 と す る 人 間 関 係 の 調 査 で、 家 族 や 友 達 と の 関 わ

り が、 貧 弱 ・ 縮 小 化 し て い る 実 態 が 明 ら か に さ れ た。　そ こ で、 本 報 告 で は、 就 学 前 児 に 着

目 し て、 人 間 関 係 が 発 達 ・ 変 化 し て い く 過 程 を 明 ら か に す る。

＜ 方 法 ＞　 香 川 県 Ｍ 市 立J  幼 稚 園 （ 男 児7  0名、 女 児90 名、 計　160 名 ） の 全 園 児 を 対 象 と

し て、1990 年11 月 下 旬 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た。I 調 査 項 目 は、 前 日 に お け る 主 な 行 動

の 時 間、 場 所、 内 容、 人 に つ い て で` あ り、 調 査 票 は、 園 児 に 持 ち 帰 ら せ て 父 母 に 記 入 し て

も ら っ た。

＜ 結 果 ＞　 家 族 全 員 で 食 事 を し た の は、 朝 食 で ２ 割、 夕 食 で ５ 割、 朝 夕 共 は ２ 割 に 満 た

な い が、 こ れ は 小 学 生 の 調 査 と 一 致 し て い た。 性 別、 年 齢 別 に よ る 差 異 は み ら れ な い。 そ

の 他 の 生 活 行 動 で は、 母 親 と 一 緒 に 行 な っ た 行 動 が、 ほ ぼ 全 員 に み ら れ（ 「 母 親 と 」 で は

３ 歳 児　100  ％、4  歳 児9  8.2 ％、5    歳 児96.6 ％ ）、 き ょ う だ い と の 関 わ り も 多 い （ 「 き ょ う

だ い と 」 で は ３ 歳 児93.0 ％、 ４ 歳 児93.8 ％、 ５ 歳 児92.6 ％ ）。 父 親、 祖 父 母 と は や や 減 少

す る が（ 「 父 親 と 」 で は 約 ７ 割、 「 祖 父 母 と 」 で は 約 ８ 割 ）、 小 学 生 と 比 較 す る と 多 い。

戸 外 遊 び は 年 長 に な る ほ ど 多 く’、3  歳 児 で は 男 児 が 多 い が（ 男 児54.2 ％、 女 児2  1.7 ％ ）、

５ 歳 児 に な る と 共 に 活 発 に な る （ 男 児70.4 ％、 女 児74.2 ％ ）。 戸 内 遊 び で は、 年 齢、 性 別

に 関 わ ら ず、　８ 割 以 上 が 行 な っ て い る。 小 学 生 に 比 較 し て、 戸 外、 戸 内 共 に 多 い。　遊 び 相

手 で は、 戸 外、 戸 内 遊 び と も、 父 母 や き ょ う だ い を 含 む 場 合 が 多 く、 特 に、 き ょ う だ い を

中 心 と す る 遊 び の 広 が り が 大 切 で あ る こ と が わ か る。
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